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近江パノラマ写真

青春ってイタイことだらけ。

●長浜市高田町12-34●TEL：0749-62-4111(代)

お問い合わせ：

●期間：4月13日（木）～16日（日）
●会場：長浜八幡宮他 市街地一帯

●米原市顔戸281-1●TEL：0749-52-5246
●休館日：月曜日、第4木曜日、年末年始（12/29－1/4）
　　　　 ※祝日にあたる場合は翌日が休館日
●開館時間：10：00～18：00●入館：無料

13～16日、長浜市で「長浜曳山まつり」が

開催される。

曳山まつりは、源義家の「後三年の合戦（1083

年）」の凱旋をあらわした「太刀渡り」とい

う行列に由来すると言われる。豊臣秀吉が

長浜城を築いた時に「町年寄十人衆」にこ

の行列を行わせたことが始まりとされ、400

年にわたって受け継がれてきた。

歴代の名工が装飾した絢爛豪華な曳山は「動

く美術館」とも呼ばれ、見送り幕（山車の

背後に下げる掛け軸のこと）が重要文化財

に指定されている曳山もある。

祭りの一番の見所は江戸時代から続く「子

ども歌舞伎」。華やかな衣装を身にまとった

5～12歳くらいの男の子が曳山を舞台に歌

舞伎を演じる。春休み返上で練習をつづけ

た子どもたちの演技は必見。

（注・歌舞伎は4基の山で行われる）

長浜市観光振興課によると「今年は、長浜市、

びわ町、浅井町の合併を記念して13基の曳

山が並びます。すべての曳山がそろうのは

昭和58年以来23年ぶり。是非ご覧下さい」とのこと。日本三大山車祭りの一

つとして知られる長浜曳山まつり。春の長浜を豪華に彩る。　　　　（取材・白崎）

米原市にある「米原市近江はにわ館」。これは近江図書館との

複合施設として1999（平成11）年にオープンした地域文化博物館

である。

米原市の旧近江町には古代豪族息長氏にまつわる50～60基の

古墳があり、それらから古代6世紀前半のものと思われる埴輪

が多数出土した。こういった古墳群は県内でも珍しく、埴輪に

ついて子ども達に理解してもらおうと作られた。

同館は常設展示室（はにわミュージアム）、企画展示室（地域情報室）、視聴覚

ホール（かたりべホール）の3室で構成され

る。今回は埴輪が展示されている「はにわミ

ュージアム」を中心に取材した。

ここは「架空の考古学者・息長博士の研究室」

と「はにわ山古墳」、「バーチャルミュージア

ム」と3つのコーナーに分かれており、入り

口には「息長博士の失踪」という号外新聞が

置かれている。まるでミステリー小説のよう

に解説が展開され、訪れる人を飽きさせない。

取材して驚いたのが本物の埴輪に自由に触れられること。そっと手を伸ばすと

指先から古代人の息遣いが伝わってくるようだ。

またバーチャルミュージアムには「はにわ復元」「古墳探検」「発掘調査」「物

知りクイズ」といった4種類のゲームがあり、開館から6年半で40万件の利用

があるほどの人気。

ユニークな演出のミュ

ージアムで古代の日本

を皮膚感覚で勉強できる。

（取材・田中）
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